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綜 説

電動歯 ブラシの清掃効果について

慶慮義塾大学医学部歯科U腔 外科学教室

　 　 　 　 なか　　　がわ　　　たね　　　あき

　　　　中　川　種　昭
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はじめに

　 う蝕(虫 歯),歯 周病は歯科の二大疾患と言われてお

り,国 民のほとんどが罹患する.ど ちらの疾患も細菌感

染症であることが明 らかになり,う 蝕ではStseptococ一

側5mutans,歯 周病ではPorphyromonas　 gingi'vnlisな

どの細菌が病原菌 として考えられている".う 蝕が進行

し,骨 膜炎,骨 髄炎を生 じることがあること,歯 周病は,

糖尿病31,心 疾患9,低 体重児出産⑪などと関連があるこ

と,ま た口腔細菌と肺疾患の関連性にっいての報告61が

あることを考え合わせると,口 腔清撮は医学的見地か ら

も大変重要である,

　最近,口 腔清掃に対する認識が高まる中で,竃 動歯ブ

ラシによるブラッシングが廟便さ,滴 撮時間の効率化な

どの理由から広 く行われるようになうた.ま た,臨 床の

場においても電動歯ブラシにはどのような種類があるの

か,手 用歯ブラシと比較 して清揚効果は高いのかなどの

質問を数多 く受ける.病 院において も,GICU内 の患者

あるいは病室での口腔ケアに利用できる可能性 もある.

　本稿では,筆 者が行ってきた臨床研究などのデータか

ら,躍 動歯ブラシの有効性にっいて考察する.

心運動式 と微震動式の電動歯ブラシのプラーク除去効果

が手用歯 ブラシとほぼ同様であったという報告がなされ

たη.推 奨される手用歯ブラシの磨 き方が ロー りング法

(縦鰯 き方向)か らスクラビング法(横 磨 き方向)に 変

化 してくるにつれ,電 動歯ブラシも1990年 頃からスク

ラビング振動(横 磨き方向の振動)を する方式のものが

開発された.

　そこで我々は,ス クラビング振動式の電動歯ブラシと,

手用歯ブラシのプラーク除去効果を比較 したxi.電 動歯

ブラシが短時間で磨 くことができるかを検証するために,

取動歯 ブラシ間では,ブ ラッシング時間を1分30秒 と

3分 の2条 件を設定 した.

　得 られた結果は,1)ス クラビング振動式の遜動歯ブ

ラシのプラーク除去効果は手用歯ブラシと同程度であっ

た.2)清 掃時間を1分30秒 とした場合は(1歯 面あ

たり約3秒)3分 間の場合と比較 して,電 動歯ブラシ,

手用歯ブラシともにプラーク除去効果は低 く,特 に隣接

面(歯 と歯の間)で その差は顕著であった,

　以上の結果より,乎 用歯ブラシと同様の動 きをする電

動歯 ブラシの清掃効果は手用歯ブラシと同程度であるこ

とが示 された.

電動歯ブラシと手用歯ブラシの清掃効果について ヘッドや毛先が特有の動きをする電動歯ブラシ

　電動歯ブラシの清掃効果を手用歯ブラシと比較 した研

究は,1960年 代か ら欧米で行われており,当 時の論文

の多 くは手用歯ブラシと電動歯ブラシのプラーク除去効

果はほぼ同程度であると報告 している6}.も ともとは肢

体不自由な方や小児においての有効性が報告されるなど

やや特殊な装置として認識されていた.電 動歯 ブラシの

動きは,当 時手用歯ブラシで主流であったロー リング法

の動きに似た運動(偏 心運動:た て磨き方向の運動)を

するものが用いられていた.我 が国では,且972年 に偏

　近年,ヘ ッドや毛先が特有の動きをする奄動歯ブラシ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

が開 発 され,そ の 有 効 性 が 示 され る よ う に な り,と くに

毛 束(歯 ブ ラ シ の 毛 先 の 東)が 反 復 回 転 す る 方 式

(INTERPLAK,Conair社)(図1a,　 b),ヘ ッ ド部 が 反

復 回 転 す る方 式(PLAK・CONTROL,　 Braun　 Ora】・B社)

(図2),少 し遅 れ て ヘ ッ ドが 音 波 振 動(い わ ゆ る 微震 動)

(図3)す る 方 式 が 注 目 され た.数 年 前 の我 々の 研 究 で

は,毛 束 が 反 復 回 転 す る方 式 の もの が 調 べ た 中 で 最 も優

れ た プ ラー ク除 去 効 果 を 示 したe!。 しか し,こ の 方 式 の
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図1　 a,b毛 束反廻回転式 の電動歯 ブラシ
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図2　 ヘ ッ ド部が反 複回転す る方式
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図3　 音波振動式の電動歯ブラシ
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中川　電動歯ブラシの清婦効果
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図4　 ヘ ッド部反復回転 に加え,上 下 振動す る
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(%)
IOOY

一〇幽 電動

80・
一〇一 手用

60

40・

za・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
,　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　,

初診　　　2週 　　　4週 　　　8週
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図7　 歯周炎患者 の初診時.プ ラー クの蓄積 に

　よ り歯 肉の発赤腫 脹が認 め られ る.

図8　 イ ンタープ ラー ク。8週 間使用 後.炎 症

　症状 の緩 解が忽 め られ る,
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奄 動 歯 ブ ラ シ は音 が う る さい,電 池 の寿 命 が 短 い な ど の

欠 点 もあ り,日 本 で は購 入 す る こ とが で きな くな っ た.

ヘ ッ ド部 が 反 復 回 転 す る方 式 の電 動 歯 ブ ラ シは丸 い ヘ ッ

ド部 が毎 分7600回 の速 さで60ｰ左 右 に反 復 回 転 す る方

式 で,こ の方 式 も手 用 歯 ブラ シと比 較 して 優 れ たプ ラ ー

ク 除去 効 果 を示 した,さ らに,被 験 者 の 使 用 感 が 良 好 で

実 際 の 清 掃効 果 と のバ ラ ンスが良 好 で あ った.製 近 で は,

ヘ ッ ド部 の 反 復 回転(8800回 ノ分)に 加 え,40 ,000サ

イ ク ル/分 の 上 下 振 動 を す る製 品(Professional　 Care

8000,Braun　 Oral・B社)が 開 発 され(図4),優 れ た 清

掃 効 果 の 報 告 が さ れ て い る101

　職 囎瞬興騨 纏噸

ヘッ ドが音波振動をする方式

　ヘ ッドが音波振動をする方式は,現 時点ではもっとも

広く用いられている電動歯ブラシといえよう.ヘ ッドの

歯ブラシの形態が,長 さ7mmの フラットカットが交

互に配列され,ヘ ッド部が毎分311000サ イクルの微振

動を行うものである.図5に 示すように,こ の方式の歯

ブラシは手用歯ブラシよりも高いプラーク除去効果を示

した11),改良型にっいて検索した結果も同様であっだ2,.

象牙質の摩耗に関する研究でこの方式の電動歯ブラシは

他の方式に比べ,摩 耗性の低いことが報告されている131.

その優れた点に対する背景として,高 周波数の運動が音

響エネルギーを生 じ,口 腔内に存在する液体を介して伝

達されるため,毛 先の到達しにくい部位に対 してもプラー

ク除去効果が期待されることが挙げられる.そ の効果は,

液体を介したエネルギーにより細菌の付着に関与 してい

る構造物である線毛を破壊するという報告からも裏付け

られている1の.しか しながら,他 の電動歯ブラシと比較

して,ヘ ッドが大きいため,大 臼歯部において適切に使

用するのが難 しいこと,ま た微振動による掻痒感,不 快

感が使用開始時に強 く,多 くの被験者は慣れるまでに2

週間ほどかかることなどが問題点 としてあげられた.こ

の点はこの方式の電動歯ブラシをブラッシング指導時に

導入する際には使用開始時というモチベーションに大事

な時期に問題が生じやすいので注意が必要である.

電動歯ブラシにも指導が必要か?

　 電 動 歯 ブ ラ シは,手 用 歯 ブ ラ シ と異 な り,部 位 に到 達

す れば 歯 ブ ラ シの運 動 によ りプ ラー クが 除 去 され る ため,

ブ ラ ッシ ン グ指 導 は必 要 な い ので はな いか と も思 われ る.

しか し、 我 々 の研 究 結 果 で は2週 に1回 の ブ ラ ッ シ ン グ

指 導 に よ っ て8週 間 の 実 験 期 間 中,プ ラー クの 付 着率 は

.
.
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図9　 歯 ブラシの形状 にな った ラバ ーチ ップを

　装 着で きる音波振 動式歯 ブラシ
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中川:奄 動歯 ブラ シの清掃効梁

改善 され て い った(図6,7,8)IS).こ れ は手 用 歯 ブ

ラ シ と同 じよ うに,ド ク タ ーサ イ ドの 捲 導 が磨 き残 し部

位 の理 解 や,よ り よ い清掃 法 の確 立 に重 要 で あ る こ と を

示 して い る.

おわりに

　竃動歯ブラシは,多 少の流行の波にさらされながらも

確実に定着してきている.し か し,単 なる電気製品と異

なり,専 門家の指導により,よ り有効なロ腔清掃の武器

になりうる.我 々は患者に紹介あるいは指導を行う際に,

そのタイプや特徴を理解 しておく必要があろう.医 療の

分野でも介護の必要な患者の口腔清掃において,現 場の

ニーズに合わせたチ ップが開発されている(図9,図

10)が,嚥 下をうまく行うことができない患者に対 し

ては,誤 嚥性肺炎を引き起こすことになりかねないので,

注意 して使用 していただきたい.本 稿が歯科以外の領域

の方に少 しでも役に立てば幸いである,

語句説明

プラーク:一 般的に歯垢とよばれるもので,細 菌の集積

物である.こ れらの細菌の中にう蝕や歯周病の原因とな

る細菌が含まれている.
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